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 学年  クラス  氏名  
 

鷗州塾 
 

 

 下の図のように，坂道に地点Ａ，Ｂがあり，ＡからＢの方向に 300ｍ上がって所に地点Ｃがあります。

Ｓさんはこの坂道を上りは分速 60ｍで歩き，下りはそれよりも早く歩くとします。Ｓさんは，ＡからＢ

に上りＣまで下るとき 19分 24秒かかり，ＣからＢに上りＡまで下るときよりも 2分多くかかりました。

このとき，次の問いに答えなさい。 

⑴ Ｓさんがこの坂道を下るときの速さを求めなさい。 

 

 

⑵ ＡからＢまでの道のりを求めなさい。 
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 学年  クラス  氏名 解答・解説 
 

鷗州塾 
 

 

【解答】 

⑴ 100ｍ/分 

⑵ 840ｍ 

【解説】 

⑴ 「ＡからＢに上りＣまで下るとき」と「ＣからＢに上りＡまで下るとき」の時間の差が 2分です。Ｂ

Ｃ間の上り下りの部分は同じなので，この 2分の差は，「ＡからＣに上るとき」と「ＣからＡに下るとき」

の差になります。 

 ＡからＣに上るときは（300÷60＝）5分かかるので，ＣからＡに下るときは（5－2＝）3分かかるとい

うことです。よって，その速さは（300÷3＝）100ｍ/分です。 

⑵ ⑴より，ＡからＣに上るときに 5分かかっているので，ＢＣ間を往復するのにかかる時間は（19 分

24秒－5分＝）14分 24秒です。Ｓさんの上るときの速さと下るときの速さの比は（60：100＝）3：5な

ので，同じ道のりを上るときと下るときの時間の比は，逆比の 5：3になります。 

よって，ＳさんがＣからＢまで上るときの時間は（14分 24秒÷8×5＝）9分なので，ＡからＢまでの

道のりは，（300＋60×9＝）840ｍです。 

 


